
近
代
短
歌
の
歴
史
は
、
与
謝
野
鉄
幹
、
正
岡
子
規

ら
に
よ
る
新
派
和
歌
の
勃
興
か
ら
叙
述
さ
れ
、
そ
れ

以
前
に
つ
ぃ
て
は
、
前
史
と
し
て
ご
く
簡
単
に
触
れ

る
だ
け
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
る
。
「
近
代
」
に
重
点

を
謡
く
か
ぎ
り
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
0

し
か
し
、
伝
統
文
学
と
し
て
の
和
歌
の
歴
史
を
顧
み

る
場
合
に
は
、
当
然
な
が
ら
事
情
は
変
っ
て
く
る
0

同
寝
別
科
神
学
科
出
身
の
歌
人
池
袋
清
即
は
、

「
乾
士
荒
蕪
の
野
を
新
に
開
墾
し
之
に
香
川
(
崇
樹

1
桂
園
派
創
始
者
)
の
水
を
引
き
よ
く
萠
易
き
八
田

(
知
紀
1
桂
園
派
歌
人
)
の
種
を
蒔
き
其
苗
を
植
付

1

た
る
に
て
先
年
出
版
し
た
る
浅
瀬
の
波
は
其
新
田
の

収
獲
に
て
候
(
中
略
)
既
に
桂
門
は
世
に
知
ら
れ
た

り
け
れ
ぱ
香
川
の
流
れ
を
汲
ま
ん
と
欲
し
或
は
欲
せ

ず
と
も
世
人
に
向
っ
て
此
水
を
勧
め
て
飲
ま
し
む
る

も
の
な
か
る
可
か
ら
ず
」
(
正
宗
敦
夫
「
池
袋
清
風

大
人
」
)
と
、
井
上
通
泰
宛
の
書
簡
で
自
ら
語
っ
て

い
る
よ
う
に
、
旧
派
に
属
す
る
歌
人
で
あ
り
、
指
導

者
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
後
期
に
、
香
川
景
樹
が
京
都
で
創
始
し

た
桂
園
派
は
、
二
条
・
冷
泉
を
主
流
と
す
る
歌
風
に

対
し
て
、
目
覚
し
く
新
し
い
革
新
的
な
流
派
で
あ
っ

九
。
し
か
し
さ
す
が
に
欧
米
文
化
の
摂
取
に
急
な
明

治
期
に
あ
っ
て
は
、
旧
弊
が
目
立
つ
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
確
立
期
以
降
の
組
織
が
保
守
的
な
性
格
を
帯

び
る
の
は
、
和
歌
に
の
み
限
ら
れ
る
こ
と
で
は
な

)
0

そ
の
桂
園
派
は
、
薩
摩
に
同
派
の
指
導
的
な
歌

し人
も
い
て
、
明
治
籾
期
か
ら
宮
中
御
歌
所
の
主
流
に

な
っ
た
。
公
家
社
会
の
没
落
も
そ
の
一
因
で
あ
っ
た

ろ
う
0

池
袋
清
風
は
、
野
に
あ
る
桂
園
派
歌
人
と
し
て
、

同
派
の
最
後
を
飾
っ
た
人
で
あ
っ
た
。

池
袋
清
風
は
日
向
国
都
城
(
現
都
城
市
)
の
人
で
、

弘
化
四
(
一
八
四
七
)
年
四
月
に
生
ま
れ
た
。
祖
父

清
芳
は
歌
人
、
父
逸
民
は
領
主
島
津
公
の
学
問
指
導

役
を
つ
と
め
る
漢
学
者
で
、
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
、

幼
少
期
か
ら
和
歌
、
漢
学
、
武
芸
を
学
ん
だ
。
し
か

し
、
元
来
が
虚
弱
体
質
で
病
臥
す
る
こ
と
が
多
く
、

明
治
維
新
後
は
鹿
児
島
へ
出
て
漢
学
の
私
塾
を
開
業

し
て
い
た
父
の
す
す
め
で
、
鹿
児
島
医
学
校
へ
入
学

し
た
。
健
康
を
案
じ
る
父
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
清
風
が
初
め
て
英
学
に
接
し
た
の
は
こ
の
と
き

だ
が
、
相
変
ら
ず
病
臥
す
る
こ
と
が
多
く
、
修
学
の

実
は
あ
ま
り
あ
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
加
え
て
明

治
十
年
の
西
南
戦
争
で
、
医
学
校
は
全
焼
し
、
自
ら

2

同志社人物誌(48)

河野仁昭

83

池袋清風



の
百
冊
余
の
英
゛
も
失
う
と
い
う
悲
運
に
あ
い
、
途

半
ぱ
に
し
て
挫
折
を
余
綴
く
さ
れ
光

彼
が
同
志
社
葦
校
へ
入
学
し
た
の
は
明
治
十
一
'

年
九
月
で
あ
る
。
そ
の
前
年
四
月
翫
職
し
た
ぱ
か

り
の
鹿
児
島
女
子
師
範
学
校
教
員
の
職
を
拠
っ
て
の

上
洛
で
あ
っ
九
。
英
学
修
得
が
目
的
で
あ
っ
九
か
、

入
学
時
に
す
で
に
三
十
四
歳
で
あ
っ
大
上
に
、
外
国

人
教
員
に
対
す
る
日
本
語
教
授
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
時

間
を
か
け
て
の
克
明
な
日
記
賑
、
体
質
改
善
の
た

め
の
一
日
二
回
の
水
浴
、
寮
で
の
短
歌
指
導
、
第
二

公
会
で
の
泰
仕
な
ど
に
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費

し
、
肝
心
の
英
学
は
み
じ
め
な
ほ
ど
進
歩
せ
ず
、
明

治
十
五
年
六
月
を
以
っ
て
、
退
学
の
余
儀
な
き
状
態

に
^
た
っ
九
。
^
^
^
^
^
リ
^
^
C
あ
っ
九
^
は
、

夏
も
綿
入
の
碧
物
を
着
て
継
の
よ
う
に
背
を
丸
め
て

首
を
す
く
め
、
火
鉢
本
丁
放
さ
な
い
一
方
、
四
黍
を

通
じ
て
一
 
H
 
-
'
回
、
冷
水
じ
没
っ
九
。
水
浴
の
と
き

は
必
ず
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
九
が
、
そ
れ
は
頭
に
水

を
か
ぷ
る
と
風
邪
を
ひ
く
宿
じ
て
い
九
か
ら
だ
と

い
う
。
彼
の
奇
行
が
同
志
社
ボ
ー
イ
の
語
り
卓
に
な

つ
て
い
九
こ
と
は
、
松
浦
政
泰
の
『
同
志
社
口
ー
マ

ン
ス
』
に
詳
し
い
。

英
学
校
を
退
学
し
た
彼
は
、
+
¥
い
そ
の
年
卸
矛
神

学
科
が
創
設
さ
れ
九
の
で
入
学
し
九
。
同
科
は
邦
語

で
神
学
そ
の
他
を
教
授
し
九
か
ら
、
清
風
も
そ
の
学

習
は
困
難
で
な
く
、
十
八
年
六
月
に
卒
業
し
九
も
の

の
、
殆
ん
ど
満
足
感
を
覚
え
て
い
な
か
っ
九
こ
と

)し

は
、
終
生
彼
が
敬
愛
し
九
同
志
社
教
員
下
村
孝
太
郎

宛
の
手
紙
に
朋
ら
か
で
あ
る
。
卒
業
し
て
も
、
緻
友

の
よ
う
に
仏
道
者
に
は
な
ら
ず
、
職
を
求
め
て
地
方

に
赴
く
で
も
な
か
っ
九
。
理
由
は
同
志
社
で
英
学
を

学
ぷ
九
め
で
あ
る
。
助
治
十
四
年
五
月
に
、
 
M
・
L
.

ゴ
ー
ド
ン
か
ら
新
島
襄
の
母
堂
、
原
田
助
、
片
桐
清

治
、
三
宅
荒
毅
、
木
村
経
夫
と
共
に
洗
礼
を
受
け
(
原

田
「
踏
来
五
十
年
L
)
、
第
二
公
会
の
執
事
も
勤
め
た

清
風
は
、
伝
道
師
と
し
て
の
働
き
も
当
筆
き
九
の

で
あ
っ
た
。

烹
都
同
恋
琴
基
様
二
享
"

祝
ノ
ー

ー
ゞ
パ
ー
の
町
▲
芥
1
之

弓
、
1
 
乏
,
才
ノ
'
ー

会
1
ー
?
ー

j
乙
 
1
乙
1
才
、
風

右
短
丹
二
食
餌
佐
・
午
易
三

佐
,
冨
●
、
望
d
 
》
昆
都

里
葬
ヌ
住
キ
ー
で

卸
1

生
活
の
丁
段
を
壱
る
必
要
が
あ
っ
た
九
め
、
卒

業
の
年
か
ら
村
給
十
円
で
同
志
社
女
学
校
の
教
員
と

な
り
、
漢
符
物
到
、
作
文
を
教
え
、
余
暇
に
外
倒

人
教
貝
の
英
会
話
に
鸞
し
た
。
し
か
し
教
務
多
忙

で
、
英
学
に
割
く
時
間
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
か
っ

九
0
「
生
ハ
若
シ
今
後
猶
不
運
志
学
遅
引
シ
幸
機
ヲ

、ノ

失
ス
ル
ト
キ
ハ
唯
一
死
ア
ラ
ン
ノ
ミ
、
死
ナ
ズ
ハ
必

為
サ
ン
、
決
シ
テ
其
中
間
二
居
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
故
二

今
ハ
一
日
モ
早
ク
英
学
二
進
ミ
、
今
日
優
勝
劣
敗
ノ

世
、
独
立
独
行
ヲ
党
自
由
ノ
'
身
卜
為
ラ
ン
」
(
下

村
孝
太
郎
宛
、
明
治
N
 
・
 
6
 
・
口
)
と
決
意
を
告
げ

九
彼
で
あ
っ
た
が
、
十
九
年
か
ら
は
和
漢
学
教
員
の

月
給
は
僅
か
五
円
と
定
め
ら
れ
九
こ
と
も
あ
り
、
一

年
で
退
職
し
た
。
そ
し
て
生
計
賀
を
得
る
九
め
外
国

人
教
員
に
日
本
語
教
授
を
行
な
う
な
ど
で
、
英
学
に

専
念
す
る
時
問
は
い
よ
い
よ
乏
し
く
な
り
、
そ
の
夢

は
遠
退
く
の
み
で
あ
っ
た
。

宿
志
の
英
学
を
マ
ス
タ
ー
す
る
悲
願
を
達
成
す
べ

く
も
な
い
理
由
は
、
生
活
賀
を
得
る
九
め
に
働
く
必

要
が
あ
っ
九
こ
と
と
凶
十
歳
と
い
う
年
齢
に
あ
っ
た

い
ま
ひ
と
つ
は
和
歌
に
あ
っ
九
。

゛
、
、
力

鹿
児
島
時
代
に
札
園
派
の
歌
人
鎌
田
正
夫
の
知
遇

3

「清風日3山の一部
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を
え
て
上
述
箸
し
か
っ
た
清
風
は
、
英
学
修
得
の
た

め
に
入
学
し
た
同
志
社
で
も
和
歌
を
捨
て
な
か
っ

た
。
加
え
て
、
入
学
の
翠
年
か
ら
第
二
寮
の
居
室

で
、
希
望
者
に
手
ほ
ど
き
を
始
め
、
徐
々
に
教
え
を

乞
う
者
が
増
加
し
た
の
で
、
別
科
神
学
科
時
代
に
は

案
山
子
の
舎
を
結
成
し
た
。
彼
の
指
導
を
受
け
た
人

に
は
、
新
島
是
水
、
本
圀
寺
仕
職
三
村
Π
脩
を
は
じ

め
、
湯
浅
吉
郎
、
大
西
祝
、
磯
貝
由
太
郎
、
岸
本
能

武
太
、
{
女
部
磯
雄
、
徳
・
纏
二
郎
、
新
原
俊
秀
、
玉

見
僻
ら
が
い
た
。
女
学
校
教
員
に
な
っ
て
以
後

は
、
女
性
の
門
人
も
加
わ
り
、
松
田
道
、
{
局
松
仙
、

中
島
茂
ら
が
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
指
導
巻
乞
、
つ
て

い
る
。
清
風
の
指
導
法
は
、
湯
浅
古
郎
に
ょ
れ
ぱ
次

の
よ
う
で
あ
っ
六
。

「
毎
週
二
十
首
位
作
っ
て
、
何
時
も
二
題
で
あ
る

か
ら
、
一
題
三
首
づ
つ
六
首
選
ん
で
亙
に
持
寄
り
そ

れ
を
清
書
し
て
一
冊
の
ψ
糯
を
作
っ
た
。
勿
論
作
っ

た
人
の
名
は
記
さ
ず
、
土
幌
日
の
晩
七
蹄
、
第
二

察
の
二
階
に
居
た
池
袋
氏
の
前
に
提
出
し
た
の
だ
。

そ
し
て
池
袋
氏
は
忽
ち
朱
筆
を
採
っ
て
俺
し
始
め
、

そ
の
歌
の
傍
に
細
評
を
古
き
紀
し
そ
れ
が
一
通
り
終

る
と
、
僕
等
に
向
っ
て
次
の
題
を
披
総
し
、
そ
れ
か

ら
古
今
の
歌
の
話
本
せ
ら
れ
た
が
、
此
の
穫
非
常

に
為
に
な
っ
六
。
再
び
草
型
開
い
て
点
を
付
け
る

の
で
あ
っ
た
L
(
「
池
袋
清
風
氏
と
和
歌
の
研
究
)
L

歌
会
を
兼
ね
た
和
文
学
の
学
習
会
で
、
こ
う
し
六

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
湯
浅
の
近
代

詩
最
初
の
個
人
詩
集
『
十
二
の
石
塚
』
は
、
或
は
生

ま
れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
大
西
祝
の
需
や

磯
貝
由
太
郎
の
需
も
書
か
れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ

な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
清
風
が
和
歌
の
指
導
に
質
す
時

問
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
な
ま
や
さ
し
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
は
ず
だ
。
お
ま
け
に
、
本
圀
寺
そ
の
他
へ
指

導
に
出
か
け
る
日
が
あ
り
、
色
紙
や
短
冊
の
揮
毫
の

依
頼
に
も
応
じ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。

彼
を
よ
く
知
る
教
員
市
原
盛
宏
や
D
 
・
 
C
 
・
グ
リ

ー
ン
は
、
英
学
よ
り
も
む
し
ろ
和
文
学
で
一
芸
を
た

て
る
こ
と
を
忠
告
し
た
が
、
「
未
時
来
ラ
サ
レ
パ
之

ヲ
用
妾
ル
モ
昌
的
覚
束
ナ
シ
」
(
「
清
風
日
記
」
明

治
十
七
年
)
と
、
彼
は
応
じ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
英

学
へ
の
執
着
の
た
め
で
あ
っ
九
。

だ
が
、
彼
の
英
学
は
も
は
や
見
果
て
松
に
終
り

つ
つ
ぁ
っ
た
。
門
人
た
ち
の
作
品
を
選
び
、
自
ら
の

作
口
Ⅲ
を
そ
れ
に
加
え
て
、
『
浅
瀬
の
波
』
初
篇
上
下

二
冊
の
編
纂
に
彼
が
着
手
し
九
の
は
、
お
そ
ら
く
女

学
校
退
職
後
ま
も
な
い
時
期
か
ら
で
あ
る
。
英
学
の

少
は
拾
て
て
い
な
か
っ
九
で
あ
ろ
う
が
、
刎
治

▲
一

一
年
六
月
に
刊
行
し
九
そ
の
歌
集
が
、
彼
を
一
派
の

宗
匠
た
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
そ
れ
は

天
分
の
開
花
で
あ
っ
た
。

幸
運
に
も
そ
の
歌
集
を
上
梓
し
た
と
き
か
ら
、
彼

は
同
志
社
図
書
館
(
現
有
終
館
)
図
書
係
の
職
を
え

て
、
牛
活
も
一
応
安
定
し
た
。
こ
の
年
か
ら
二
十
七

年
六
月
、
結
婚
し
て
大
阪
に
居
を
移
し
て
退
職
す
る

ま
で
の
間
が
、
歌
人
池
袋
清
風
の
も
っ
と
も
充
実
し

た
活
躍
期
で
あ
る
。
門
人
は
京
都
を
中
心
に
全
国
に

広
が
り
、
そ
の
数
千
名
を
超
え
る
と
も
い
わ
れ
た
。

勤
務
の
余
暇
は
通
信
指
導
と
歌
論
の
執
筆
に
没
頭
す

る
こ
と
に
な
る
。
『
浅
瀬
の
波
』
上
梓
以
後
の
主
要

な
業
績
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

和
歌
概
論
(
東
京
日
日
新
聞
」
明
治
幻
年
6

月
1
7
月
)

和
歌
の
略
史
」
(
「
郵
便
報
知
新
聞
」
明
治
幻
年

8
月
)

「
新
体
詩
批
評
」
(
「
国
民
之
友
」
明
治
訟
年
1
t

4
月
)

「
女
子
の
文
学
L
(
「
女
学
讐
」
明
治
訟
年
4
月
)

「
和
歌
ノ
趣
向
ヲ
論
ズ
」
(
「
国
民
之
友
」
明
治
器

年
3
t
4
月
)

「
新
島
襄
先
生
の
和
歌
」
(
同
右
明
治
鍵
年
2
月
)

「
古
代
翻
史
」
(
祠
右
明
治
鈴
年
1
t
2
月
)
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「
古
代
勅
撰
和
歌
批
評
」
(
同
右
明
治
閉
年
2
t

4
月
)

『
浅
瀬
の
波
』
第
二
篇
上
下
(
明
治
部
年
4
月
L
)

税
所
敦
子
刀
自
を
憶
ふ
」
(
「
国
民
新
聞
」
明
治

豁
年
3
月
)

自
作
お
よ
び
門
人
の
作
品
批
評
を
随
時
掲
げ
九
新

聞
雑
誌
は
、
「
読
売
新
聞
」
「
女
学
雑
誌
」
「
同
志
社

斈
」
「
福
音
新
報
L
「
家
庭
繋
」
そ
の
他
で
あ

る
。
彼
は
、
当
代
第
一
級
の
和
歌
の
宗
匠
お
よ
び
歌

論
家
と
し
て
の
声
価
を
あ
つ
め
る
に
至
っ
九
。

そ
う
し
た
彼
の
最
も
大
き
な
功
績
は
、
香
川
景
樹

以
来
京
都
を
中
心
に
門
人
を
擁
し
て
き
九
桂
園
派

が
、
遷
都
に
と
も
な
っ
て
東
京
に
中
心
が
移
り
、
し

か
も
宮
中
御
歌
所
の
中
核
を
形
成
す
る
こ
と
に
ょ
っ

て
民
間
の
歌
人
か
ら
遊
離
し
つ
つ
ぁ
っ
た
と
き
、
京

都
で
そ
れ
を
復
興
し
九
こ
と
に
あ
っ
九
。
彼
は
決
し

て
既
成
歌
人
を
糾
合
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
そ
れ
を
な

し
遂
げ
た
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
和
歌
の
素
養
の

な
い
書
生
た
ち
を
導
い
て
、
文
明
開
化
の
波
濤
の
な

か
で
復
興
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
九
。

そ
の
歌
論
に
お
い
て
、
た
と
え
ぱ
新
体
詩
の
先
縦

と
評
価
し
て
ょ
い
外
山
正
一
ら
の
『
新
体
詩
抄
』

(
朋
治
巧
年
8
月
)
を
郭
し
、
「
詩
ニ
モ
ア
ラ
ス
歌

ニ
モ
ア
ラ
ス
又
文
章
ニ
モ
ア
ラ
ス
而
モ
其
辞
甚
拙
劣

部
鰯
一
一
シ
テ
読
ム
ニ
堪
エ
ス
L
 
と
い
う
彼
は
、
当
時

と
し
て
は
最
も
委
曲
を
尽
し
九
そ
の
批
評
文
を
公
表

し
て
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
季
節
を
無
視
し
て
い
る
こ

と
、
訳
者
に
風
雅
を
解
す
る
資
質
が
な
い
こ
と
、
詩

語
が
生
硬
蕪
雑
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
逐
一
あ
げ
て
痛

罵
し
た
。
詩
は
翻
訳
で
き
な
い
も
の
と
い
う
の
が
彼

の
考
え
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う

が
、
長
い
年
月
英
学
を
志
し
て
き
六
人
に
し
て
は
、

あ
ま
り
に
伝
統
的
な
詩
観
に
執
し
す
ぎ
て
い
た
と
い

わ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
門
人
の
指
導
に
お
い
て
も

そ
う
で
あ
り
、
歌
題
は
花
鳥
風
月
で
あ
り
、
詩
語
は

漢
語
や
俗
語
を
厳
に
排
し
て
ゃ
ま
と
こ
と
ば
を
好

み
、
ま
九
、
一
見
無
意
味
と
も
見
え
る
枕
詞
の
有
意

を
と
な
え
た
。
天
然
の
情
景
に
即
し
、
清
雅
を
旨
と

し
て
詠
じ
た
彼
は
、
知
的
人
工
的
な
技
巧
に
は
し
る

薪
占
今
和
歌
集
」
と
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
二
条

冷
泉
の
歌
風
を
厳
し
く
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

、
う
は
い
う
も
の
の
、
彼
も
矢
張
り
時
代
の
子
で゛＼

あ
っ
九
。
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
、
り
バ
イ

ル
を
体
験
し
六
清
風
は
、
歌
題
に
も
キ
リ
ス
ト
教
を

と
り
入
れ
、
九
と
え
ぱ
、

ゆ
九
や
野
の
あ
さ
ち
か
露
に
久
か
た
の
月
の
光
の

や
と
り
け
る
か
な

と
、
マ
リ
ャ
の
キ
リ
ス
ト
懐
妊
の
歌
を
詠
み
、
ま
た
、

旧
派
歌
人
が
採
ら
な
か
っ
た
「
汽
車
L
 
な
ど
も
歌
題

に
採
用
し
た
ほ
か
、
時
事
的
な
歌
も
詠
む
な
ど
、
微

温
的
な
が
ら
近
代
歌
人
の
片
鱗
を
示
し
た
。

朋
治
二
十
九
年
八
月
、
五
十
歳
の
清
風
は
老
父
に

孝
養
を
尽
く
す
九
め
、
妻
子
を
伴
っ
て
都
城
へ
帰
っ

た
。
そ
れ
以
後
も
通
信
に
よ
る
指
導
や
執
筆
に
余
念

な
か
っ
九
が
、
和
歌
の
大
勢
は
急
速
に
新
派
に
移

り
、
晩
年
は
か
な
り
淋
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
三

十
三
年
七
月
二
十
日
に
永
眠
し
た
彼
と
と
も
に
、
桂

園
派
も
終
青
し
た
と
い
っ
て
ょ
い
で
あ
ろ
う
。

代
表
作
を
二
、
三
首
あ
げ
て
お
き
九
い
。

山
陰
の
霧
の
う
ち
よ
り
出
に
け
り
ね
く
ら
は
な
れ

し
鳥
の
ひ
と
む
ら
(
朝
霧
)

風
ふ
け
は
露
と
ひ
と
つ
に
秋
萩
の
は
な
も
こ
ほ
る

る
庭
の
お
も
か
な
(
庭
萩
)

は
ち
す
葉
も
水
も
か
れ
六
る
古
池
に
木
々
の
お
ち

は
の
た
ま
る
頃
哉
(
池
落
葉
)

在
学
中
に
、
彰
栄
館
定
礎
の
た
め
の
歌
二
首
を
詠

じ
る
栄
に
浴
し
六
清
風
は
、
新
島
襄
の
晩
年
に
は
、

請
わ
れ
て
新
島
の
歌
の
添
削
も
し
て
い
る
。

都
城
へ
帰
っ
て
後
も
、
キ
リ
ス
ト
教
会
や
育
児
院

の
た
め
に
働
い
て
い
る
池
袋
清
風
は
、
や
は
り
同
志

社
で
育
っ
た
歌
人
で
あ
っ
九
。

(
社
史
史
料
編
集
所
事
務
主
廷
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